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論文内容の要旨

本論文は、心身ともに自ら健康をコントロールできる力が求められる女子大学生の健康観を

Health Locus of Controlという信念体系から捉え、若者のHLCの構築要因と介入のキーパーソンを

明確にし、キーパーソンによる実践的介入が健康行動変容にもたらす効果を検証したものである。

第I部では、第1章において、女子大学生がもっている健康イメージと健康イメージの構築要因

を、質的調査法の1つであるフォーカスグループインタビュー法を用いて明らかにし、第2章では、

第1章において明らかとなった健康イメージの構築要因の中から生活経験に関連するものを抽出し、

質問紙調査によって女子大学生の HLCと生活経験・健康行動との関連性を検証したO その結果、女

子大学生は、健康に関する「自己経験」「他者経験」「身体的知覚」によって、「元気・パワー」「生活

が楽しい」「心が病んでいない」「普通の状態」という健康イメージを構築していることが明らかと

なった。また、女子大学生の HLCは、過去の生活経験において影響を及ぼした家族や身近な人が他

者統制に関連し、他者統制が健康行動の保持に関連することが明らかとなった。第1章および第2章

の結果から、若者の HLCを再構築できる介入のキーパーソンは、家族や身近な人であると結論づけ

た。

第E部では、第I部の結果を踏まえて、若者の身近な存在である仲間（ピア）をキーパーソンとし

た実践的介入を行い、ピアによる実践的介入がもたらす効果を検証した。効果の検証は、一定のト
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レーニングを受けたピアサボーターによる介入と、仲間同士の関係による介入とに分けて行った。

ピアサボーターによる介入については、第3章において、ピアサポートの定義と歴史的背景につい

て述べ、ピアサポートに関する先行研究の問題点を指摘した。第4章では、ピアサポーターの心理的

特性を自尊感情および自己効力感の測定結果から論述した。第5章では、ビアサポート活動がもたら

す効果を、第l節では対象者側から、第2節では介入者側から検証した。第3節では、ピアサボー

ターが「うまくできた」と発言した活動と「うまくできなかった」と発言した活動との比較から、ピ

アサポーターが対象者と関係性を構築していくプロセスの特徴を明らかにした。その結果、ピアサ

ポートでは、ピアサポーターが対象者からの発信を受け入れるのではなく、ビアサポーターからの発

信を対象者が受け入れるという関係性が成り立っており、ピアサポーターが能動的に感情発信してい

くことで、対象者への感情の連続性が生起されていることが明らかとなった。

仲間同士の関係による介入については、第6章において、フォーカスグループインタビュー場面を

女子大学生に健康行動変容を促す実践的介入と捉え、インタビュー場面における場面の秩序を数値化

した量的データと、言葉の意味解釈の質的データの両面から、仲間同士の関係が健康行動変容にもた

らす効果を検証した。その結果、メンバーによる深層的言語と感情的言語による振動がグループ内に

共鳴を生起し、メンバ一間の関係性を進化させ、健康行動変容の前段階である健康価値変容を促すこ

とが明らかとなった。

結章では、第I部と第E部の結果を、相互性のある健康観の特徴と健康行動変容を促す他者との関

係性という観点から総合的に考察した。相互性のある健康観の特徴については、個人と社会の相互作

用による健康という健康文化論の観点を踏まえながら考察し、健康行動変容を促す他者との関係につ

いては、仲間（ピア）を他者間レベルの健康行動変容を促す他者、グループインタビューの進行者を

集団レベルの健康行動変容を促す他者として位置づけ、他者間の関係性が進化する共鳴型介入によっ

て健康行動変容が促される可能性を示唆した。さらに、集団レベルの健康行動変容を促す他者の役割

を対象者の主体性を引き出すエンパワメントの観点から考察した。

本研究の結果は、深層的言語と感情的言語による振動が健康価値の共鳴を起こし、介入者と対象者

の関係性が進化することで相互性のある健康観を構築していくことができる、ということに総括する

ことカ宝できる。
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論文審査の結果の要旨

健康は自らの力だけでコントロールできるものではなく、他者の介入を受け入れることも必要であ

る。しかしながら、介入することが介入される側の健康行動変容にまで影響を及ぼすことは難しく、

その関係性についてはこれまでに個人レベル、他者間レベル、集団・社会的レベルで研究がなされて

いる。

本論文は、心身ともに自ら健康をコントロールできる力が求められる女子大学生の健康観を

Health Locus of Control (HLC）という信念体系から捉え、若者のHLCの構築要因と介入のキーパー

ソンを明確にし、「他者」であるキーパーソンによる実践的介入が健康行動変容にもたらす効果を検

証したものである。

本論文はE部から構成される。

第I部では、第l章において、女子大学生がもっている健康イメージとそれらの構築要因を、質的

調査法の1つであるフォーカスグループインタピュー法を用いて明らかにした（奈良体育学会研究年

報第11号掲載、奈良女子大学スポーツ科学研究第9、10号掲載、奈良女子大学人間文化研究科年報第

24号掲載）。第2章では、第l章において明らかとなった健康イメージの構築要因の中から生活経験

に関連するものを抽出し、質問紙調査によって女子大学生のHLCと生活経験・健康行動との関連性

を検証した。その結果、女子大学生は、健康に関する「自己経験」「他者経験」「身体的知覚Jによっ

て、「元気・パワー」「生活が楽しいJ「心が病んでいなしづ「普通の状態Jという健康イメージを構築

していることが明らかとなった。また、女子大学生のHLCは、過去の生活経験において影響を及ぼ

した家族や身近な人が他者統制に関連し、他者統制が健康行動の保持に関連することが明らかとな

り、第1章および第2章の結果から、若者の HLCを再構築できる介入のキーパーソンは、家族や身

近な人であると結論づけた。

第E部では、第I部の結果を踏まえて、若者の身近な存在である仲間（ピア）をキーパーソンとし

た実践的介入を行い、一定のトレーニングを受けたピアサポーターによる介入と、仲間同士の関係に

よる介入がもたらす効果を比較検証した。

ピアサボーターによる介入については、第3章において、ピアサポートの定義と歴史的背景につい

て述べ、ピアサポートに関する先行研究の問題点を指摘した。第4章では、ビアサボーターの心理的

特性を自尊感情および自己効力感の測定結果から論述した（奈良女子大学スポーツ科学研究第11号掲

載、日本地域看護学会誌第13号掲載予定、 BritishJournal of Community Nursing 掲載予定）。第5
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章では、ピアサポート活動がもたらす効果について、第1節では対象者側から検証し、第2節では介

入者側から検証した。第3節では、ビアサポーターが「うまくできた」と発言した活動と「うまくで

きなかったJと発言した活動との比較から、ビアサポーターが対象者と関係性を構築していくプロセ

スの特徴を明らかにした。その結果、ビアサポートにおいては、ピアサボーターが対象者からの発信

を受け入れるのではなく、ピアサボーターからの発信を対象者が受け入れるという関係性が成り立っ

ており、ピアサボーターが能動的に感情発信していくことで、対象者への感情の連続性が生起されて

いることが明らかとなったO （家族と健康649掲載、奈良女子大学人間文化研究科年報第25号掲載）。

第6章においては、フォーカスグループインタビュー場面を女子大学生に健康行動変容を促す実践

的介入と捉え、インタビュー場面における秩序を数値化した量的データと、言葉の意味解釈による質

的データの両面から、仲間同士の関係が健康行動変容にもたらす効果を検証した。その結果、メン

バーによる深層的言語と感情的言語による振動がグループ内に共鳴を生起し、メンバ一間の関係性を

進化させ、健康行動変容の前段階である健康価値変容を促すことが示された（奈良体育学会研究年報

第11号掲載、奈良女子大学スポーツ科学研究第9号掲載）。

結章では、第I部と第E部の結果を、相互性のある健康観の特徴と健康行動変容を促す他者との関

係性という観点から総合的に考察した。相互性のある健康観の特徴については、健康行動変容を促す

他者との関係について、仲間（ピア）を他者間レベルの健康行動変容を促す他者、グループインタ

ビューの進行者を集団レベルの健康行動変容を促す他者として位置づけ、他者間の関係性が進化する

共鳴型介入によって健康行動変容が促される可能性を示唆した。さらに、集団レベルの健康行動変容

を促す他者の役割を対象者の主体性を引き出すエンパワメントの観点から考察した。

以上、本研究でみられた共鳴型他者介入が、これからの社会において個人の健康価値変容、さらに

は健康行動変容を促す可能性を持つことが示された。本研究の結果は、深層的言語と感情的言語によ

る振動が健康価値の共鳴を起こし、介入者と対象者の関係性が進化することで相互性のある健康観を

構築していくことができることを実践的に証明した点で高く評価することができる。

なお、本論文の内容は日本地域看護学会誌に掲載予定である他、奈良体育学会研究年報、奈良女

子大学スポーツ科学研究、思春期学など計8篇掲載されている。またBritishJournal of Community 

Nursingにも掲載予定であり、本専攻の学位取得基準を充たすものである。

よって、本学位論文は、奈良女子大学博士（学術）の学位を授与されるに十分な内容を有している

と判断された。
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